

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （31） 　今谷明『室町の王権―中公新書 978』（中央公論社）、1990・7・25。
 （32） 　東京帝国大学文学部史料編纂掛編『大日本史料―第七編之一―』（東京帝国大学）、
1927・12・8、844頁の［高野山文書］。但し、引用に当たっては、新字体に改め、
適宜体裁を変更した。
 （33） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之三―』（東京帝国大学）、
1930・12・8、550・551頁の［京都御所東山御文庫記録］。但し、引用に当たって
は、新字体に改め、適宜体裁を変更した。
 （34） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之五―』（東京帝国大学）、
1934・1・20、78～ 82頁の 2点の［勝尾寺文書］。但し、引用に当たっては、新字
体に改め、適宜体裁を変更した。
 （35） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之五―』（東京帝国大学）、
1934・1・20、874頁の［長専五師記写］の同日条。但し、引用に当たっては、新字
体に改め、適宜体裁を変更した。
 （36） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之七―』（東京帝国大学）、
1937・3・30、333頁の［東寺百合文書］。但し、引用に当たっては、新字体に改め、
適宜体裁を変更した。
 （37） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之七―』（東京帝国大学）、
1937・3・30、333頁の［東寺百合文書］。但し、引用に当たっては、新字体に改め、
適宜体裁を変更した。
共栄学園短期大学研究紀要　第 24号　2008
―　144　―
 （38） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之十七―』（東京大学）、1960・3・
31、216・217頁の［東大寺文書］。但し、引用に当たっては、新字体に改め、適宜
体裁を変更した。
 （39） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之十七―』（東京大学）、1960・3・
31、217・218頁の［東大寺文書］。但し、引用に当たっては、新字体に改め、適宜
体裁を変更した。
 （40） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之十九―』（東京大学）、1967・3・
30、78・79頁の［東院毎日雑々記］の同日条。但し、引用に当たっては、新字体に
改め、適宜体裁を変更した。
 （41） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之十九―』（東京大学）、1967・3・
30、79頁の［東院毎日雑々記］の同日条。但し、引用に当たっては、新字体に改め、
適宜体裁を変更した。
 （42） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之二十二―』（東京大学）、1978・3・
31、247頁の［寺門事条々聞書］の同日条。但し、引用に当たっては、新字体に改
め、適宜体裁を変更した。
 （43） 　東京帝国大学文科大学史料編纂掛編『大日本史料―第六編之十一―』（東京帝国大
学）、1912・3・30、272頁の［斑鳩嘉元記］の同日条。但し、引用に当たっては、
新字体に改め、適宜体裁を変更した。
 （44） 　山田俊雄・入矢義高・早苗憲生校注『庭訓往来　句双紙―新日本古典文学大系
52』（岩波書店）、1996・5・28、48頁。但し、引用に当たっては、適宜体裁を変更
した。
 （45） 　東京帝国大学文学部史料編纂掛編『大日本史料―第七編之一―』（東京帝国大学）、
1927・12・8、257頁の［神木動座度々大乱類聚］の同日条。但し、引用に当たって
は、新字体に改め、適宜体裁を変更した。
 （46） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之五―』（東京帝国大学）、
1934・1・20、875頁の［長専五師記写］の同日条。但し、引用に当たっては、新字
体に改め、適宜体裁を変更した。
 （47） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之七―』（東京帝国大学）、
1937・3・30、623・624頁の［東寺百合文書］の中の「廿一口方評定引付」。但し、
引用に当たっては、新字体に改め、適宜体裁を変更した。
 （48） 　東京帝国大学文学部史料編纂所編『大日本史料―第七編之八―』（東京帝国大学）、
1940・1・31、412頁の［廿一口方評定引付］。但し、引用に当たっては、新字体に
改め、適宜体裁を変更した。
 （49） 　東京大学史料編纂所編『大日本史料―第七編之二十―』（東京大学）、1969・3・
31、393・394頁の［寺門事条々聞書］の同日条所引の御教書。但し、引用に当たっ
ては、新字体に改め、適宜体裁を変更した。
